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　人権同和教育課は、部落差別をはじめ様々な差別の解消のために、一人ひとりの人権意識

を高める研修、啓発などを行っています。

　インターネットなどの誤った情報に惑わされることなく、正しい知識を持って判断していた

だけるよう、地域の人権懇談会や公民館人権同和教育研修講座のほか、学校、企業等様々な場

において、教育と啓発活動の推進に努めています。

　人権同和教育に対する共通の認識を深めるため、市内幼稚園・保育園、小中学校、高校・養

護学校の先生方で小諸市幼保小中養高人権同和教育研究委員会を組織し、小中学校において

は、長野県独自の人権教育の副読本である「あけぼの」も活用しながら、人権同和教育を実

施しています。　　　　　　　

★学校での取組みをご紹介★

「人権の花運動」「人権の花運動」
令和 4 年度は野岸小学校で、令和 5 年度は千曲小学校で令和 4 年度は野岸小学校で、令和 5 年度は千曲小学校で
取り組まれています。取り組まれています。
　長野地方法務局佐久支局・佐久人権擁護委員協議会の人権啓発活動として、佐久

地域の小学校へ順番に、花の種子や苗等を配布して、花を協力して育てることで、

生命の尊さを実感し、豊かな心を育み、優しさと思いやりの心を体得することを目

的とした「人権の花運動」が実施されています。

令和4年度 野岸小学校 令和5年度 千曲小学校

　令和4年度の最優秀賞受賞者の作品を啓発用ポス

ターにしました。各区の掲示板や市の施設、学校等

に掲示されていますのでご覧ください。また、今年

度も同様に作品の募集を行っておりますので、多く

の小中学校児童・生徒の皆さんか

らのご応募をお待ちしています。

＊各学校を通じて応募をお願い 

   します。

「人権啓発作品コンクール」「人権啓発作品コンクール」
市内小中学校の児童・生徒の皆さん市内小中学校の児童・生徒の皆さん
から、ポスター・標語・作文を募集から、ポスター・標語・作文を募集
しています。しています。
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令和４年度 小諸市小・中学校人権啓発作品コンクール最優秀作品 
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小小諸諸東東中中学学校校  ２２年年２２組組  

土土屋屋  侑侑璃璃  

  

★★ 標 語 ★★  

 

★★ 作 文 ★★ 
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小 諸 市 教 育 委 員 会 ・ 小 諸 市 人 権 セ ン タ ー 

                                    「「いいじじめめににつついいてて思思ううこことと」」            小小諸諸東東中中学学校校  ３３年年４４組組  栁栁沢沢  実実俐俐  
  

私は、いじめられたことがありません。そしていじめていた人になったこともありません。ですが、実際に見たことがあります。いじめをしていた人は、そ

の相手に対して、暴言を直接大きな声で言ったり、かるくけったり、はたいたりしていました。やられた人はとてもつらそうで、痛そうで、何か言いたそうで

した。私はその時、「痛そう。」「大丈夫かな。」などと思っていましたが、実際に口に出した事は数回ほどでした。どうして声を出して言わなかったか。それは

「自分に回ってくるのが怖いから。」だったと思います。いじめをされている人に対しての目、その言葉、その暴力全てが怖く、さびしいものだから。それを

見てしまった。だからこそ怖いのかもしれません。けれど一番つらいし怖いのはいじめをされている人な事も知っている。このことが心の中で混乱していて、

最終的に「怖い」が勝ってしまった人が第三者になると思います。その「怖い」がかつ人がほとんどだと思います。「相手を助けたい」と思う人は少しです。

だから助けられません。私が思ういじめは、「助けたいけど助けられない、やめてほしいけど言えない、助けてほしいと思うのに誰も見てくれない」ことだと

思っています。いじめをしている人の理由は、「外見」「性格」できめられると思います。自分がいじめようとしている人に対して勝っているという心があるか

らやってしまう。だって何言ったって文句も言われない。やり返してこない自分にとても有利ですよね。だからどんどんいじめたくなる、暴力したくなるので

しょう。そのいじめをなくすのは、むずかしいと思います。ですが、私たちはその「いじめ」というものをへらす努力をしなければならない。「自分はかんけ

いない」っていう理由では、助けない理由にはならないし、いじめをしている人と同じだと思います。「助けない、見てるだけ」という判断をした人は、いじ

めをしていた人と同じです。見ているだけではなく、友達同士でそのことについて話したり、共有していく必要があると思います。たとえ、一人では無理だと

しても、友達などといっしょにいたら心強いし、助けられる可能性が大きくひろがると思います。一人ではだれしも心細いです。けれど、みんなで立ち向かっ

ていければ、解決できることがふえていくと思います。私もこれから生活していく中で友達を大切にし、その友達の良い所をたくさん見つけられるようになり

たいし、いじめられている人がいたら、すぐに行動にうつせるような人に成長していきたいと思います。 
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